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増
山
城
は
、
砺
波
市
の
栴
檀
野
地
区
に
あ

る
戦
国
期
の
„
山
城
“
で
す
。 

 

　
一
般
的
に
城
は
、
立
地
条
件
に
よ
っ
て

①
平
城
（
名
古
屋
城
、
二
条
城
な
ど
）
、

②
平
山
城
（
姫
路
城
、
仙
台
城
）
、
③ 

山
城

（
高
取
城
、
備
中
松
山
城
な
ど
）
に
分
類
さ

れ
ま
す
。
増
山
城
な
ど
の
山
城
は
、
山
そ
の

も
の
に
普
請
（
土
木
工
事
）
を
加
え
、
郭
や

堀
な
ど
の
防
御
施
設
を
作
り
出
す
タ
イ
プ
の

城
で
す
。
富
山
県
内
に
は
大
小
４
０
０
以
上

の
城
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
増
山

城
は
、
そ
の
中
で
も
規
模
や
歴
史
的
重
要
性

な
ど
の
面
で
群
を
抜
い
て
お
り
、
松
倉
城

（
魚
津
市
）、
守
山
城
（
高
岡
市
）
と
と
も
に 

„越
中
三
大
山
城
“
と
称
さ
れ
て
い
ま
す
。 
 

　
増
山
城
の
歴
史
は
古
く
、
南
北
朝
時
代

（
14
世
紀
）
に
遡
り
ま
す
。
貞
治
元
年

（
１
３
６
２
）
に
二
宮
円
阿
が
「
和
田
城
」

（
増
山
城
の
前
身
）
を
警
護
し
た
と
当
時
の
文

献
に
初
見
さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
神
保
氏
の

居
城
と
な
り
ま
す
が
、 

一
向
一
揆
や
上
杉
謙
信
、

織
田
信
長
の
軍
勢
、
佐
々
成
政
、
前
田
利
家

ら
の
勢
力
が
、
越
中
の
覇
権
を
争
っ
て
こ
の

城
に
関
わ
り
ま
し
た
。
　 

 

　
遺
跡
は
、
か
け
が
え
の
な
い
先
人
の
遺
産

で
す
が
、
何
も
し
な
け
れ
ば
埋
も
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
中
国
の
詩
人
・
杜
甫
の
有
名
な
漢

詩
に
「
国
破
れ
て
山
河
在
り
　
城
春
に
し
て

草
木
深
し
」
と
い
う
一
節
が
あ
り
ま
す
。
戦

国
の
世
か
ら
４
０
０
年
、
増
山
城
は
、
栴
檀

野
の
森
の
中
で
ひ
っ
そ
り
と
佇
ん
で
い
ま
し

た
。
今
日
、
増
山
城
が
人
々
の
注
目
を
集
め

る
存
在
と
な
り
え
た
陰
に
は
、
そ
の
価
値
を

掘
り
起
こ
し
た
多
く
の
人
々
の
関
わ
り
が
あ

っ
た
の
で
す
。 

に
の 

み
や 

え
ん
　
あ 

く
る
わ 

ま
す
　

や
ま  

じ
ょ
う  

あ
と 

人
々
が
呼
び
覚
ま
し
た
戦
国
の
記
憶 

国
指
定
史
跡
・
増
山
城
跡 

　
富
山
県
を
代
表
す
る
中
世
城
郭
で
あ
る
増
山
城
跡
が
、7
月
23
日
、砺
波
市
で
初
め
て
国
の
史

跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。指
定
は
、そ
の
県
内
屈
指
の
規
模
や
、良
好
な
状
態
で
保
存
さ
れ
て
い
る

遺
構
の
数
々
の
歴
史
的
価
値
、そ
し
て
、戦
国
期
か
ら
織
豊
期
に
北
陸
地
方
で
の
覇
権
形
成
に
果

た
し
た
役
割
の
重
要
性
を
高
く
評
価
し
た
も
の
で
す
。 

　
増
山
城
跡
は
い
よ
い
よ
全
国
の
人
々
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
り
ま
し
た
が
、そ
の
詳
細
が
明
ら
か
に

な
る
ま
で
に
は
、郷
土
の
遺
跡
の
調
査
や
整
備
に
か
け
る
人
々
の
熱
意
が
あ
り
ま
し
た
。 
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増
山
城
跡
は
、
栴
檀
野
村
役
場
か
ら
の
申

請
に
よ
り
昭
和
23
年
に
富
山
県
の
史
跡
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
以
降
、
県
指
定
史
跡

と
し
て
の
重
要
性
は
認
め
ら
れ
て
い
た
も
の

の
、
専
門
的
か
つ
組
織
的
な
調
査
が
実
施
さ

れ
る
こ
と
は
な
く
、
中
世
山
城
と
し
て
の
本

来
の
価
値
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
ま
せ
ん
で

し
た
。 

　
そ
れ
は
、
城
を
理
解
す
る
た
め
に
越
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
２
つ
の
大
き
な
「
山
」
が

あ
っ
た
か
ら
で
す
。一つ
は
、戦
国
期
の
情
勢
が

複
雑
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
関
係
す
る
史
料
が

少
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
歴
史
の
把
握
が
困

難
で
あ
っ
た
こ
と
。
も
う
一
つ
は
、
広
大
な

城
跡
を
踏
査
実
測
す
る
た
め
に
は
、
長
い
時

間
と
多
大
な
労
力
を
要
す
る
こ
と
で
し
た
。 

 

　
こ
の
状
況
を
打
破
し
た
の
が
、
砺
波
郷
土

資
料
館
が
中
心
と
な
っ
て
昭
和
62
年
に
開
始

し
た
調
査
で
す
。
当
時
『
砺
波
市
史
』
の
編

纂
を
進
め
て
い
た
同
資
料
館
は
、
増
山
城
に

関
す
る
文
献
史
料
を
調
査
し
そ
の
歴
史
上
の

位
置
づ
け
を
行
う
こ
と
や
、
増
山
城
の
城
域

を
確
定
し
そ
の
縄
張
図
（
城
の
構
造
を
示
し

た
図
）
を
作
成
す
る
こ
と
な
ど
を
計
画
。
城

郭
、
文
献
史
学
、
考
古
学
の
３
分
野
の
研
究

者
か
ら
成
る
「
増
山
城
跡
調
査
グ
ル
ー
プ
」

を
組
織
し
、
専
門
的
な
調
査
に
乗
り
出
し
ま

し
た
。 

　
こ
の
調
査
の
特
徴
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

積
極
的
な
協
力
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
で

す
。
行
政
機
関
が
計
画
し
た
調
査
で
あ
り
な

が
ら
、
砺
波
郷
土
資
料
館
の
も
と
に
集
ま
っ

た
「
土
蔵
友
の
会
」
の
会
員
や
、
地
元
増
山

地
区
の
住
民
な
ど
一
般
の
人
々
が
大
勢
参
加

し
て
お
り
、
実
質
的
に
は
、
そ
の
協
力
が
大

き
な
戦
力
と
な
っ
て
い
た
の
で
す
。 

　
調
査
は
、
休
日
を
中
心
に
、
草
な
ど
が
繁

茂
す
る
季
節
を
避
け
て
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

参
加
し
た
メ
ン
バ
ー
は
、
休
日
を
返
上
し
、

雨
や
雪
、
寒
風
吹
き
す
さ
ぶ
日
に
も
、
手
弁

当
で
調
査
に
協
力
し
ま
し
た
。 

 

　
調
査
は
、
当
初
、
３
か
年
計
画
で
始
ま
り

ま
し
た
が
、
城
跡
の
規
模
の
大
き
さ
、
縄
張

り
の
複
雑
さ
、
城
域
内
の
遺
構
の
広
が
り
な

ど
が
予
想
を
上
回
る
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、

調
査
期
間
が
１
年
間
延
長
。
平
成
２
年
ま
で

の
４
年
間
、
増
山
城
跡
一
帯
で
、
文
字
通
り

草
の
根
を
か
き
分
け
る
よ
う
に
し
て
、
尾
根

筋
や
谷
筋
の
踏
査
や
測
量
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
実
施
さ
れ
た
現
地
調
査
な
ど
の
回
数

は
22
回
、
参
加
人
数
は
延
べ
１
６
６
名
に
の

ぼ
り
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
地
道
な
調
査
が
積
み
重
ね
ら

れ
た
結
果
、
二
重
の
堀
切
や
櫓
台
、
長
大
な

竪
堀
、
新
た
な
城
郭
な
ど
、
重
要
な
遺
構
の

実
態
が
次
々
に
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
そ

し
て
つ
い
に
、
待
望
の
増
山
城
全
体
の
縄
張

図
が
完
成
し
た
の
で
す
。 

 

　
ま
た
、
こ
の
調
査
は
、
増
山
城
跡
の
整
備

の
取
り
組
み
を
活
発
化
す
る
契
機
と
も
な
り

ま
し
た
。
地
元
増
山
地
区
で
、
「
増
山
城
跡

県
定
公
園
整
備
検
討
委
員
会
」
が
組
織
さ
れ

た
の
で
す
。
同
地
区
民
の
皆
さ
ん
は
、
毎
年

春
に
は
倒
木
の
処
理
を
、
そ
し
て
夏
に
は
遊

歩
道
の
整
備
を
行
う
な
ど
、
現
在
も
な
お
、

地
区
を
あ
げ
て
城
跡
の
整
備
や
保
全
に
努
め

て
お
ら
れ
ま
す
。 

 

　私は、専門家の先生の解説を聞きながら、ポールを持って
ポイントに立ったり、巻尺で距離を測るなど、縄張図作成の
お手伝いをさせていただきました。調査中は、山全体が防御
施設となっていたことや、主郭周辺に竪堀、空堀などが縦横
無尽にあったことなどに驚いたり、感心したりの連続でした。
縄張図が出来上がっていくのがうれしくて、雨が降ろうとも、
少々寒かろうとも、元気に駆けずり回っていましたね。 
　増山城跡は、南北朝の時代からの歴史や伝説、そして遺構
などがタイムカプセルにそのまま詰め込まれて残されている
ような貴重な歴史遺産です。遺構の数々は、先人たちがその
時代と真剣に向きあってきたことの証。より多くの方に見て
いただきたい、伝えていきたいと思います。 

人
々
が
ま
い
た
調
査
の
種 

調査は驚きと感心の連続 

調査参加者の皆さん 

測量調査の様子 

「土蔵友の会」の 
会員として 
調査に参加された 

高木 美奈子さん 
　　　　（千保） 
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前
述
の
調
査
に
よ
り
増
山
城
の
遺
構
の
概

要
が
初
め
て
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
が
、
城

の
構
造
や
年
代
、
郭
の
性
格
を
解
明
す
る
た

め
の
も
っ
と
も
有
効
な
方
法
で
あ
る
発
掘
調

査
は
行
わ
れ
ず
、
今
後
の
課
題
と
し
て
残
さ

れ
ま
し
た
。 

　
そ
し
て
平
成
９
年
、
砺
波
市
教
育
委
員
会

は
、
残
さ
れ
た
課
題
に
取
り
組
む
べ
く
、
こ

れ
ま
で
の
調
査
の
流
れ
を
発
展
継
承
す
る
か

た
ち
で
発
掘
調
査
を
含
む
「
増
山
城
跡
総
合

調
査
」
に
着
手
し
ま
す
。
こ
の
調
査
で
は
、

発
掘
調
査
を
行
う
ほ
か
、
縄
張
構
造
の
解
明

を
さ
ら
に
進
め
る
た
め
、
従
来
よ
り
も
詳
細

な
地
形
図
と
縄
張
図
を
作
成
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。 

「増山城跡総合調査」の成果  増山城跡測量図 

郭の周囲を長大な 
堀切で守っています 堀切 

郭 

　高岡徹氏（城郭研究家）が作成し
た縄張図をもとに作成した測量図です。 
　城の中心部には、二の丸（主郭）
を囲むように一の丸、安室屋敷、三
の丸、無常など重要な郭が配されて
います。さらに、二の丸の周囲には、
幅16ｍ、深さ10ｍの空堀が掘られて
おり、二重三重の防御システムが構
築されていました。このように、山
全体を土木工事によって改変し、巧
みに要塞化させていたのです。 
　かつて“越後の虎”と呼ばれた上
杉謙信も、書状に「増山之事　元来
嶮難之地」と記しており、その堅牢
ぶりを警戒していたことをうかがわ
せます。 

七曲り 七曲り 

又兵衛清水 又兵衛清水 

舛形 舛形 

石垣 石垣 
神水鉢 神水鉢 鐘楼堂 鐘楼堂 

馬洗池 馬洗池 

鐘搗堂 鐘搗堂 

南櫓台 南櫓台 

御所山屋敷 御所山屋敷 

（オオヤシキ） （オオヤシキ） 
124.23m124.23m

足軽屋敷 足軽屋敷 

無常 

一の丸 

二の丸 

安室屋敷 

三の丸 

　増山地区の人々は、昔から、増山城跡の山に非常
に強い愛着をもっていました。山菜採りをしたり、
杉の枝打ちや雑木の処理をしたりと、大半の皆さん
が山に登っていましたね。 
　昭和62年に始まった調査は、とても意義のあるも
のでした。新聞にも取り上げられ、地区の皆さんも、
調査がきっかけで城跡の価値を認識するようになっ
たと思います。そして、増山自治会として保存活動
ができないかということで、平成5年に「増山城跡
県定公園整備検討委員会」を設立したのです。委員
会では、城跡に対する地区民の意識調査や、県外の
山城の保存・活用の取り組みの視察などを行ってき
ました。また、倒木や雑木の除去作業なども毎年行
っています。 
　増山城跡は植生が豊か。国指定史跡となりましたが、
特別に立派な建物を建てるとかではなく、現在のよ
うな状態を保ちながら大切にしていけたらと思います。 

地区として保存活動を 

増山自治会長・ 
増山城跡県定公園 
整備検討委員会 
前委員長 

宮野 秀一さん 
　　　  （増山） 

増
山
城
跡
総
合
調
査
で 

　
　
　
　
　
花
ひ
ら
く 
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各
所
の
発
掘
調
査
や
、
全
域
に
わ
た
る
実

測
、
そ
し
て
、
そ
れ
ら
に
基
づ
く
平
面
図
の

作
成
に
は
、
実
に
７
年
の
歳
月
を
要
し
ま
し

た
。 

　
そ
し
て
平
成
15
年
、
こ
の
調
査
が
完
了
。

発
掘
調
査
で
は
、
長
大
な
堀
切
が
付
け
替
え

ら
れ
た
こ
と
や
、
16
世
紀
中
ご
ろ
以
降
に
郭

の
造
成
工
事
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る

な
ど
、
縄
張
り
の
変
遷
の
ヒ
ン
ト
を
つ
か
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
新
た
に
作
成

し
た
測
量
図
に
は
、
遺
構
の
細
部
ま
で
記
さ

れ
、
城
の
構
造
を
よ
り
具
体
的
に
把
握
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　
こ
の
総
合
調
査
に
よ
り
、
城
の
全
容
解
明

に
大
き
く
近
づ
い
た
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
調
査
で
得
ら
れ
た
成
果
は
、

今
後
、
城
跡
を
保
存
・
活
用
す
る
た
め
の
基

礎
資
料
と
な
り
ま
す
。 

遺構の解説 

国
史
跡
へ
の
指
定
で 

　
　
　
　
　
実
を
結
ぶ 

　
去
る
７
月
23
日
、
増
山
城
跡
は
、
県
内
の

山
城
と
し
て
初
め
て
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ

ま
し
た
。
指
定
に
至
る
ま
で
に
は
、
市
民
グ

ル
ー
プ
が
献
身
的
に
取
り
組
ん
だ
調
査
、
そ

し
て
そ
れ
が
契
機
と
な
っ
て
進
め
ら
れ
た
地

元
地
区
民
に
よ
る
城
跡
の
整
備
、
さ
ら
に
は
、

そ
れ
ら
の
流
れ
を
受
け
て
敢
行
さ
れ
た
総
合

調
査
な
ど
、
郷
土
の
遺
跡
の
価
値
の
発
掘
に

か
け
た
人
々
の
熱
意
と
努
力
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
今
後
の
課
題
は
、
城
跡
の
保
存
と
活
用
で

す
。
そ
れ
を
成
し
遂
げ
る
た
め
に
は
、
こ
れ

か
ら
も
、
増
山
城
跡
に
関
わ
る
人
々
が
手
を

携
え
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
中
国

の
古
典
に
「
衆
心
城
を
成
す
」
と
い
う
言
葉

が
あ
り
ま
す
。
人
々
の
心
が
合
わ
さ
れ
ば
城

の
よ
う
に
堅
固
な
も
の
に
な
る
と
い
う
意
味

で
す
が
、
砺
波
市
の
歴
史
的
遺
産
で
あ
る
増

山
城
跡
を
し
っ
か
り
未
来
へ
引
き
継
い
で
い

く
た
め
に
も
、
一
人
で
も
多
く
の
人
が
気
持

ち
を
一
つ
に
し
て
城
跡
の
保
存
と
活
用
に
取

り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

※
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
・
デ
ジ
タ
ル
092 
ch

（
ア
ナ
ロ
グ
２
ch
）の
「
砺
波
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
テ
レ
ビ
」
で
は
、
９
月
11
日
か
ら
17
日

ま
で
同
様
の
特
集
番
組
を
放
送
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

文
化
財
室
文
化
財
係     
82
‐
1
9
1
8

「曲輪」とも書きます。斜面を削って平らにした平坦
面です。兵士が駐屯する建物や、食料、武器などを保
管する倉庫などが設置されていたと考えられています。 

くるわ 

･････ 郭 

尾根を断ち切るように掘られた堀です。敵が尾根づた
いに城の中心部に侵攻するのを防ぎます。 

ほりきり  

･･･ 堀切 

斜面を掘って設けた溝で、敵の横移動を防ぎます。ま
た、一列になって上ることを余儀なくされた敵を攻撃
する際に有利であったと考えられています。 

たてぼり  

･･･ 竪堀 

やぐらだい 

･･･ 櫓台 郭の一角に一段高く作られた物見台です。 
ど  るい  

･･･ 土塁 郭の周りに巡らせた防御堤防です。 

きりぎし  

･･･ 切岸 斜面をできるだけ垂直に近づけることで、敵を寄り付
かせなくします。 

　増山青年団では、毎年、増山城跡内の側溝の掃除や、
桜の害虫防除、遊歩道の草刈りなどを行っています。
それは、正確な時期はわかりませんが、ずっと前から
のことのようで、私の父も携わっていました。住んで
いる地域に歴史的価値のある遺跡があるというのは、
うれしいことです。近年、青年団員が徐々に少なくな
っていますが、大事なことだと思って取り組んでいます。 
　私たちは、小さい頃から、増山城跡の中に入って遊
んでいました。杉の木の立ち方など城跡の様子は以前
と何も変わりません。来られる方には、増山城跡の自
然を満喫していただきたいと思いますし、また、大切
にしていただきたいですね。 

増山城跡の自然を大切に 

増山青年団長 
土倉 弘嗣さん 
　　　（増山） 

今年7月に行われた草刈りの様子 

郭（曲輪） 
堀切 

竪堀 

櫓台 
土塁 

主郭 

虎口 

畝状竪堀郡 

切岸 


